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平成 22 年度「学生のおもしろ企画」報告書 

 

テーマ名：建築をミル・シル・ツクル ‐しくみにふれよう‐ 

 

代表者氏名 大町恵学 

 

参加者氏名

光井周平 ιιιιι太田 成 ιιιιιι野崎隼人 ιιιιι岡崎景子

洪  成 ιιιι 吉峰侑吾 ιιιιιι猪原 崇 ιιιιιι徳永賢駿  

栗栖侑己 ιιιιι蛯原 雅 ιιιιιι 家形 徹 ιιιιιι板野昌平  

劉 菁菁 ιιιιι田窪恭平ιι  他，建築構造学講座所属学生 計３９名 

主催団体名：建築構造学講座 

指導的立場の教員氏名：大崎  純（建築構造学講座・建築防災学研究室 教授） 

           松本 慎也（建築構造学講座・建築防災学研究室 助教） 

 

企画概要 

 建築空間は，快適に生活でき，風雨や地震等に対しても安全なものでなくてはならない。

建築構造学講座の各研究室では，安全で快適な空間を作り出すためには，どのような構造，

材料を用いて，どのように施工すればよいのか，様々な側面から研究を行っている。 

 

本企画は，学生が日頃の研究成果を交えつつ，模型作成等によって建築構造の面白さを一

般の方にも知ってもらうことを目的とし，次の企画を通じて，建築空間を作り出すための

様々な手法について来場者に紹介するものである。 

（企画１）各研究室の研究テーマと関連する建築構造技術の紹介 

 各研究室で行っている研究内容について紹介するとともに，それぞれの研究テーマに関

連する建築構造技術の原理を見て，触って，学べる展示を行う。 

（企画２）学生の作成した空間構造模型の展示 

 建築空間を作り出すための幾つかの構造形式について学生で勉強会を行い，その成果を

踏まえて小規模空間を作成し，展示を行う。 

（企画３）模型等の作成体験 

 ドーム構造，テンション構造等の簡単な模型を実際に来場者につくってもらうことで建

築構造への関心を深めてもらう。 

 

実施時期：平成 22 年 11 月 6 日～11 月 7 日（大学祭） 

 

実施場所：工学部 A2 棟東側芝生 
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企画の流れ： 

1） 学生による企画の話し合い，目標の設定 

2） 模型等による試作，先生への報告や相談 

3） 材料の選定・準備 

4） 製作 

5） （当日）展示，来場者への紹介や説明，来場者に体験 

 

大学祭期間中におけるイベント内容： 

（企画１）各研究室の研究テーマと関連する建築構造技術の紹介 

 各研究室で行っている研究内容について紹介するとともに，それぞれの研究テーマに関

連する建築構造技術の原理を見て，触って，学べる展示を行った。 

（企画２）学生の作成した空間構造模型の展示 

 建築空間を作り出すための幾つかの構造形式について学生で勉強会を行い，その成果を

踏まえて小規模空間を作成し，展示を行った。（テンセグリティ構造，スタードーム） 

（企画３）模型等の作成体験 

 ドーム構造，テンション構造等の簡単な模型を実際に来場者につくってもらうことで建

築構造への関心を深めてもらった。 

 

（その他）来場者数の計測を行った。体験コーナー等で記念撮影。 

 

来場者数： 11 月 6 日（土） ９５人， 

 11 月 7 日（日）２７０人， 

 計 ３６５人 

 

   

   メインポスター          その他作成したパネル例  
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当日の実施風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（企画１）各研究室の研究テーマと関連する建築構造技術の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（企画 2）学生の作成した空間構造模型の展示（左：テンセグリティ，右：スタードーム） 
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   （企画 3）模型等の作成体験          （その他）記念撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタードーム組立風景（※これらの写真は 11 月 3 日に撮影） 








